
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

秋田市家庭教育支援チーム 

 （呼称：ふわＲＩＮ子育てあきた） 

  

 

②活動拠点 秋田市中央市民サービスセンター 

③活動範囲 秋田市内全域 

④組織体制 

 

   ７ 人 

子育てサポーター５人、民生委員２人 

 

 

⑤活動開始年度 令和元年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

家庭倫理の会秋田  青柳 栄利子 

（TEL）018-867-2562   （E-mail）ninasuke2727@cna.ne.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

☐保護者等への地域の居場所づくり 

☐アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 ☐高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 



③活動内容 

【具体的な活動内容】 

秋田市中央市民サービスセンターを拠点とし、隔月で子育てセミナーを開

催している。セミナーの内容は、主に講師とのグループ形式によるもので、

子育ての具体的な悩みをテーマに話し合い、講師によるアドバイスを受ける

ほか、講師との個人相談も実施しており、（一社）倫理研究所の活動の基盤

としている「家庭」をよりよくするために、最も重要な家族関係、特に子育て

の大切さ、子供との関わり方について、子育て世代の方々にその指針とな

るべく情報を提供している。 

 
 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

ネット上のあらゆる情報により子育てに多くの不安を抱えている保護者か

らそれぞれの悩みを聴き、その個人にあった子育ての対応の仕方や学校で

は学ぶことの出来ない子育ての仕方をお話しすることで、親の心の持ち方

や声掛けの仕方が変わった。それに伴い子どもの行動や言葉に変化があっ

たなど各家庭に良い変化が生まれたとの報告をいただいており、参加者か

ら大変喜ばれている。 

 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

その他の支援により活動を実施 

  （（一社）倫理研究所） 

 




